立体から平面への二段階の表現と相互鑑賞 ― テラコッタ作品による表現と写真撮影による表現を通して ― by 大塚 周平
　粘土は、子ども達にとって扱いやすく安全であ
る為、小学校低学年や幼児教育の現場では頻繁に
使用される素材である。可塑性の高い粘土は、少
しの力でも簡単に形を変えることができ、何度で
もやり直しができることや感触の良さから、子ど
もに安心感を与え、緊張を緩和させ、心を開放す
る作用のある素材とされている。
　本学には、大型の陶芸釜（内側サイズ80×80×
50cm）と陶芸小屋が設置されている。この窯は、
手のひらサイズの作品であれば、130名の学生作
品を一度に素焼きする事が可能である。本学保育
学科の学生は、粘土による素材体験をする事がで
きるのみならず、作った作品を焼き上げる事もで
きる。完成した作品は持ち帰る。このような恵ま
れた環境の中、毎年、学生は粘土を粉から練りあ
げ、寝かせ、制作し、素焼きを行い、釉薬を施し、
本焼きまで行う。
　本稿では、授業「造形」におけるテラコッタ作
品の相互鑑賞について、携帯端末を利用した作品
写真一覧作成と、それをもとにした相互鑑賞、「QR
コード」を使用したコメント集計により、学生の
立体作品並びに平面作品に対する意識についての
分析を試み、考察を加えている。
1．はじめに
　立体作品を学生間で相互鑑賞する空間を確保す
る事は、なかなか難しい。それが130名という大
人数であればなおさらで、教室に130個の作品を
並べただけでも、他の作業ができなくなってしま
う。さらに、作品を並べ変えたり移動したりする
事によって、誤って落としたり、袖を引っ掛けて
作品の一部欠けさせたりするアクシデントも起こ
り得る。以前、作品移動の際に、一部が欠け落ち
てしまった事があった。誰にも過失はなくドベの
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量が不十分だった為、欠けたのであるが、こうし
た場合であっても、作者にとってはトラウマとな
る可能性がある。
　このような問題を解決するため、今年度の授業
では、完成した作品は、そのまま梱包して持ち帰っ
てもらう事とした。ただし、直ちに持ち帰ったの
では相互鑑賞ができないし、評価する時間もない
ので、学生が所持している携帯電話を活用し「作
品を撮影し所定のフォルダに送信する」という方
法を試みた。撮影する際は「各自が作品のコンセ
プトをより明確に表現できるよう、場所や時間、
構図や光の当て方やアングルを工夫する」という
条件を付けた。SNSを通して写真データのやり取
りが日常化している学生たちにとって、この課題
は取り組みやすかったようで、こちらの予想を上
回る様々な工夫やこだわりが感じられる写真作品
が見られた。
2．粘土による作品制作ついて
　対象授業は「造形」（1年次通年必修科目）で、1
学年135名、1クラスは45名の3クラス展開。教員
は2人（うち1名は非常勤講師）で、2教室を同時
に使用する。その際、同じ内容、同じ進行速度で
進めるよう留意し、授業時間前に授業内容につい
ての打ち合わせをしながら、授業開始前に板書を
デジタルカメラで写し、同じ内容を別の教室にも
板書を行う。
　使用する粘土はテラコッタ粘土の粉末25kg入
りを2袋。授業のはじめに「粘土は乾燥し切って
固くなったものでも、砕いて水に漬けておくと再
生できる」事を教えてから、粉に水を加えて練り
合わせる事を体験させる。
　学生は最初、恐る恐る水を加えているが、何度
か失敗しながら、徐々にどれだけ加えて行けば良
いか塩梅を掴んでくる。粘土を練る際に注意しな
ければならない事は、少しずつ水を足しながら、
「早い段階で強く練ってはいけない」事である。少
ない水のまま強く練ると粘土の塊がいくつもでき
てしまう、そうなってしまった粘土に後から水を
加えても柔らかくならず、表面がヌルヌルして上
滑りし、粘土内部に水が浸透しなくなってしまう
のである。逆に水を加え過ぎてびちゃびちゃにし
てしまう学生もいる。この場合は、テラコッタ粘
土を少しずつ足しながら練り合わせていくと良
い。加減しながら手を使って練り合わせる事は、
料理をしたりお菓子づくりをしたりした経験のあ
る学生が、手慣れている様子だった。
　各自が練り上げた粘土はグループ単位で練り
合わせ、さらにクラス単位で練り上げていく。皆
で練った粘土は最後は大きな塊にして1週間寝か
せる。こうする事によって、粘り気のある加工し
やすい固さの粘土が出来上がる。自分が苦労して
練った粘土に愛着を持つ学生は多く、その粘土を
混ぜ合わせると、残念そうな表情を見せるが、粘
土が次第に量を増していく事によって喜びの表情
に変わり、粘土の量感に圧倒され、最後は驚きの
表情になる。この時、使いやすい粘土を作り出す
ために貢献したと一人一人の学生が自覚できる。
そして、一週間寝かせた粘土を切り糸で切ってグ
ループごとにブロックで手渡す。作品制作の方法
は、「手捻り」「板づくり」「ひもづくり」「二つ割り」
について、教員が実演を通して紹介する。その後、
各自が必要に応じて技法を組み合わせて行う。そ
うして、かたちが整った作品は、学内の陶芸小屋
内にある作品乾燥棚に各自が置き、そこで1週間
乾燥させる。乾燥した作品は、教員が背の低い順
に下から積上げて窯詰めし、素焼きを行う。焼成
温度は800℃。
　素焼きした作品は、なるべく学生が窯から直接
取り出すよう配慮し、粘土の状態変化に気付かせ
るよう心がけている。教室に持ち帰った作品は表
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面を少しヤスリで削るなどして、表面を整え、各
自が釉薬の見本を見ながら、完成をイメージして
釉薬を選択し、施釉する。施釉が終わったら、教
員のチェック（釉薬の厚さ、高台の状態など）を
受け、各自が陶芸小屋内窯の隣にある乾燥棚に置
いておく。乾燥した作品は背の低い順に窯詰めし、
本焼きを行う。焼成温度は1260℃。本焼きした作
品も、できるだけ学生が持ち出せるように工夫し
ている。前述した通り、作品はそのまま新聞紙を
梱包剤として使用し、包んで持ち帰る。
3．アンケート調査について
　テラコッタ作品は一旦持ち帰り、携帯端末など
のデジタルカメラで撮影し、学内ネットワークの
指定したフォルダに提出する。写真撮影では「学
内外を問わず、作品のコンセプトが最も良く表現
できるような場所、時間、光、構図、アングルを工
夫する」という条件を課す。
　指定したフォルダに提出された写真は学籍番号
順に並べ、一覧表を作成し、展示する。そして、授
業で一定時間、作品写真を鑑賞し、携帯電話を使
い教員側で用意したQRコード（図1-①）から「作
品写真アンケート」に接続する。アンケートでは、
自分が気に入った作品写真を3つ選出し、それぞ
れ選んだ理由について入力し、送信する（図1－
2）。学生から送信されたコメントはエクセルで一
覧表にして教室に掲示する。
　票数は全部で390票で、予想に反してばらつき
があった。
　今回は、15票以上集まった作品7点について取
り上げ、学生のコメントをもとに分析してみた。
図 1- ① Q R コード
図 1- ②コメントを送信する学生
図 2　No.149
　No.149（図2）に投票した学生は17名で、理由
についてのコメント1）は以下の通り。
① 「すごく可愛いキノコなので、庭に飾りとして
置きたいなと思ったからです」
② 「写真のアングルがとってもよい!」
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③ 「本物のきのことのコラボレーションがとって
もよい!」
④ 「本当に可愛いキノコが土から生えているよう
にみえるところと、キノコの色合いが良いと思
いました」
⑤ 「周りと一体感があって可愛い!顔も模様もうま
くできていると思った!」
⑥ 「まわりとすごく雰囲気があっていて可愛かっ
たです!」
⑦ 「土の中に生えているようで可愛かった!」
⑧ 「きのこが可愛らしい。周りとの雰囲気とマッ
チしていた」
⑨ 「キノコが可愛いです。写真をとるところもす
ごく作品にあっていて、よかったです。置物と
して、玄関におけるなと思いました」
⑩ 「きのこが本当に生えているかのようでおもし
ろいと思いました!可愛いと思いました」
⑪ 「きのこが地面と一体化していて、写真の撮り
方が好きだと思った」
⑫ 「写真の撮り方もうまいと思ったから。キノコ
に合っているから」
⑬ 「土と草の中にひっそりとたたずむきのことい
う構図に惹かれました。にっこりな表情もとて
もかわいいと思いました」
⑭ 「きのこと周りの背景がきのこをひきたててい
て美しかった」
⑮ 「色の使い方を工夫していて、写真を撮る場所
も良い」
⑯ 「本当にキノコが生えているみたいで可愛いで
す」
⑰ 「きのこがかわいくて、本当のきのこが生えて
るところで撮っていて良いと思ったから」
図 3　No.151
　No.151（図3）に投票した学生は18名で、理由
についてのコメントは以下の通り。
① 「食パンマンがとても可愛く、うしろの小屋の
背景とも絶妙でとてもよかったです。食パンマ
ンのほっぺたの色が出てて、すごいと思いまし
た」
② 「食パンマンがかわいいです♡ 後ろの倉庫的な
のと合ってると思いました」
③ 「可愛いし頭の上が開いているのがすごいなと
思いました!」
④ 「写真の写し方がいいのと、しょくぱんマンが
可愛い」
⑤ 「しょくぱんまんがとても上手にできているか
らです」
⑥ 「風景もよかった」
⑦ 「パンに顔が付いてて可愛いし、背景がパン工
場みたいで合ってる」
⑧ 「色合いもリアルでおいしそうだしかわいい!」
⑨ 「食パンマンと後ろの建物が、パン工場に見え
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てマッチしているのでとても可愛いからです」
⑩ 「食パンマンがとってもかわいくて焼き上がっ
た色が良かった」
⑪ 「うしろの背景がぼかされており、作品が目立
ち可愛い」
⑫ 「食パンマンの笑顔がとても輝いている作品で
した」
⑬ 「私はこれを釜から運んだんですが、中に物も
入れられるようになっていて、しかも可愛くて
良いなと思いました」
⑭ 「可愛い顔にできていたから」
⑮ 「可愛いから」
⑯ 「作品そのものがとても可愛い上、パン工場を
背景として世界観が良く表現されていたから」
⑰ 「ショクパンマンが可愛い、下から撮って道と
お家が見える角度が良いと思いました」
⑱ 「ショクパンマンと釜の角度がちょうどよいと
思ったから」
図 4　No.184
　No.184（図4）に投票した学生は15名で、理由
についてのコメントは以下の通り。
① 「きれいな形だったから」
② 「色使いがきれい」
③ 「靴を作れるのがすごいと思った」
④ 「靴の形で複雑そうなのにちゃんと作れている
し、リボンもついていて可愛い。写真の撮り方
もビー玉と一緒に撮って良いと思いました」
⑤ 「靴の色合いがグラデーションがあって良いと
思ったからです」
⑥ 「ガラスの靴の形がとても奇麗で、リボンも可
愛いです」
⑦ 「ガラスの靴と隣においてあるビー玉が綺麗な
雰囲気が出ているから」
⑧ 「ガラスの靴のようで青い色が映えていて良い
なと思いました。撥水剤の部分がヒールの部分
のようですごいなと思いました」
⑨ 「色と形が良いから」
⑩ 「色が味を出していて、ガラスの靴が輝いてい
ました」
⑪ 「靴の色合いが良い。ビー玉をそえているのも
可愛い」
⑫ 「ガラスの靴の繊細さが表現されていて、色も
鮮やかで本物の靴のように思えたからです」
⑬ 「デザインがシンプルだけどとても綺麗で色合
いが素敵でした」
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⑭ 「色のバランスと形がすごく可愛かったです」
⑮ 「形が変わってて器用だと思ったから」
 「写真の撮り方がとても上手でした。ヒールを
作る発想力も素敵です!」
　No.221（図5）に投票した学生は22名で、理由
についてのコメントは以下の通り。
① 「トトロの世界観が出ててとってもかわいい!目
が横向いてておちゃめ!」
② 「トトロもかわいいし、撮り方がまたいい!」
③ 「トトロがいい感じのサイズで可愛いです」
④ トトロの世界観がよく表れていて可愛かった
からです」
⑤ テラコッタと背景がとても合っていてよかっ
たです」
⑦ 「小トトロが本当に森にいるような雰囲気が出
ていてたいへん可愛らしかったです」
⑧ 「作品の周りの風景が似合うと思ったから。ち
いさいトトロが可愛い」
⑨ 「トトロの世界に入り込んで、写真を撮ったよ
うなところが素敵だとおもったからです」
⑩ 「トトロを作ろうとした発想が、まずいいなと
感じました。写真の撮り方も、本当にその場に
いるかのような雰囲気を醸し出している」
⑪ 「トトロの世界観が現れて（表れて）いて素敵
だった」
⑫ 「トトロがとても可愛くて、家の玄関に飾りた
くなるような作品でした。写真を撮るセンスが
上手くてトトロが葉っぱの傘を差しているよ
うでした」
⑬ 「トトロがとってもかわいい。器のとこも線が
ついてて良い」
⑭ 「かわいい。トトロをちゃんと連想させるよう
な写真の撮り方に魅力を感じた」
⑮ 「トトロの雰囲気が出ていて感動したからで
す」
⑯ 「とってる場所が工夫されててよかった」
⑰ 「普通に小物入れとして使えそうだったから」
⑱ 「トトロの世界に行ってしまったような感じが
するほどリアルで小トトロもすごくかわいい
から良いと思いました」
⑲ 「写しているいる場所と作品が合っていて可愛
い」
⑳ 「葉っぱを傘のようにしていて、可愛かったで
す」
㉑ 「背景と作品がとても良かったからです」
㉒ 「すごくトトロ感（観）がでていて良かった」
図 6　No.225
　No.225（図6）に投票した学生は16名で、理由
についてのコメントは以下の通り。
① 「ありそーだから」
② 「とても発想が豊かで中に入れたビー玉が水を
表現しているところも良いなと思いました」
③ 「斬新なアイデアだと思ったから」
④ 「トイレを作るというセンスが素晴らしいと思
うから」
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⑤ 「作品のアイデアがあたらしくてユニークでし
た。またビー玉をいれることで水が表現されて
いたからです」
⑥ 「トイレをトイレで撮っていて斬新でした」
⑦ 「トイレとトイレットペーパーのコンビ素敵で
す。（笑）ちょっとオシャレに見えます!」
⑧ 「トイレなんて発想がなかったから」
⑨ 「トイレのTOTOがいい。笑」
⑩ 「トイレの水がビー玉で表現されているのが素
敵でした。面白い!」
⑪ 「発送（発想）が面白いから」
⑫ 「トイレが上手く作れてるし、中に青が入って
るのもトイレの感じがよく出てる」
⑬ 「発想が面白い」
⑭ 「とてもユーモアに溢れた作品だと思いまし
た。ビー玉をそこに入れていて、本当に水があ
るみたいでいいなと思いました」
⑮ 「トイレがりあるでよかった」
⑯ 「水がとても綺麗に表現されているし、アイデ
アが斬新で良かったと思います」
図 7　No.232
　No.232（図7）に投票した学生は15名で、理由
についてのコメントは以下の通り。
① 「トトロと後ろの背景がお話にばっちりあって
いてとてもよいと思いました」
② 「トトロが影っぽくなっていて、写真の撮り方
がうまいと思ったからです」
③ 「トトロが森にいるのが現れているから」
④ 「トトロかわいい!アニメの実写版て感じです」
⑤ 「トトロが細かいところまで作られていて、色
合いが自然でよかったからです」
⑥ 「背景とトトロがあっていてよかった」
⑦ 「撮った写真の背景と作品が合っているから」
⑧ 「とってもトトロが可愛い」
⑨ 「トトロ感（観）がとても出ててすごいです!写
真の撮り方も上手でトトロのストーリーを思
い出しました!」
⑩ 「トトロの世界感（観）が出ていてとても良い
と感じました」
⑪ 「トトロをモチーフにしていてとても忠実に再
現されており素敵だとおもいました」
⑫ 「癒しの写真て感じでとても穏やかな気持ちに
なる1枚だと思いました」
⑬ 「写真と作品がぴったりで雰囲気がある」
⑭ 「写真の撮り方がユニークでかわいらしいか
ら」
⑮ 「トトロの世界観がよく表れていて、作品も写
真の撮り方も良かったと思います」
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図 8　No.233
　No.233（図8）に投票した学生は18名で、理由
についてのコメントは以下の通り。
① 「写真の撮り方が上手で、中のガラスが綺麗」
② 「お皿の下の溶かしたガラスが綺麗でお皿の外
側の古い感じがいい」
③ 「中のビー玉が混ざり合っていて色合いがとて
も綺麗だから、入れ物の形も整っていて縦のラ
インで和風な感じがして素敵だから」
④ 「下のガラスがとても綺麗で色合いも素敵でし
た」
⑤「中のガラスがとても綺麗でいいと思いました。
外側の模様もガラスと合っていてとても良い
です」
⑥ 「おさらの中のガラスの色がすごく綺麗に出て
いるなあ、と感じたため」
⑦ 「中がビーズできれいになっていて、雰囲気が
あって素敵」
⑧ 「中のビー玉を入れたところの光沢感が綺麗
だった」
⑨ 「作品の中の底がビー玉が溶けてとても綺麗な
色合いなっていたところにとてもひかれまし
た」
⑩ 「ビー玉、おはじきの色が生かされていて周り
の色とあっている」
⑪ 「しましま模様がはっきり出ていて、すごいな!
と思ったのと、中のガラスがすごくきれい!と
おもったからです!」
⑫ 「器の形が和風っぽく、下のガラスの感じが水
の表面のようで素敵だと思いました」
⑬ 「お皿の中の色合いがとても素敵でした」
⑭ 「溶かしたガラスの色がいい味を出している。
周りの模様も昔のお茶碗の柄のようでいいと
思った」
⑮ 「中のビー玉の透明感と液体感が好きです。爽
やかでした」
⑯ 「中のビー玉がきれいになっていていいと思い
ました」
⑰ 「古風な感じでいい感じだから」
⑱ 「写真の撮り方が上手で、中のビー玉が光って
綺麗でした」
　以上の7作品に共通した理由として多かったの
は「飾っておきたい」「作品と背景とのコラボレー
ションが良い」「写真の撮り方がうまい」「写真の
アングルが良い」「背景が作品を引き立てている」
などである。
　No.149とNo.151とNo.232に共通した理由とし
ては、「本当に生えているよう」「色合いもリアル
でおいしそう」「世界観が良く表現されている」
　184と233に共通した理由としては「色使いが
きれい」「色合いがとてもきれい」
4．考察
　今回、立体作品を平面作品に変換する事によっ
て、新たな作品表現と作品鑑賞のスタイルを確立
する事が出来た。そして、この展示スタイルによっ
て、クラスを超えて作品を鑑賞し、純粋に形と色
について向き合えるような機会を作る事ができ
た。相互鑑賞ならびにアンケート調査を、携帯電
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話を活用することで実施してみたが、この方法に
より、自分の作品を人から観られることや、人の
作品を観ることに対する気負いや抵抗のようなも
のが見られなくなった。この点は携帯電話という
ツールを使ったメリットだったと思う。また、机
に座って紙に記入して提出するよりも、作品一覧
の前に立ち、作品を見ながら携帯電話に手軽に入
力する事ができる為か、型に嵌った答えではなく、
率直で瑞々しいコメントを散見する事ができた。
また、こうしたコメントから、学生が作品を観る
時どのような部分に注目しているか分かりやす
かった。特に多く散見されたのはガラスについて
の感想だったが、学生がガラスについて注目して
いる事については、以下の三点が考えられる。第
一にビー玉やおはじきが火の力によって溶け、形
が大きく変容した事、第二に様々なガラスの色が
溶け、混ざり合う事で生み出されるグラデーショ
ンに、自然界の美しさを感じた事、第三にテラ
コッタの素朴で温かみのあるザラザラしたテクス
チャーと、ガラスが溶けて生み出される、透明で
艶のある冷涼なテクスチャーのコントラストが、
学生の心に響いたと考えられる。
　次に、作品について見てみると、以前は、皿や
マグカップなど使用性の高いものばかり作られて
いたが、その割合が変わってきている。また、上
手にまとめているが、買えば手に入りそうなもの
から、その人ならではのオリジナリティを感じさ
せるものへ、さらに作者の性格や雰囲気がにじみ
出ているものへと変化してきている。それと呼応
するように、皆が気に入った作品の多くは、「実際
に使えるもの」から「飾っておきたい」ものへ、「美
しくまとまっている」ものから「見ていて癒され
る」もの、「完成度の高い」ものから「世界観が感
じられる」ものへ、「真面目」から「ユニーク」な
ものへ、「ムラのない色」から「色のグラデーショ
ン」を感じるものへと変化してきている。加えて、
テラコッタ作品自体の「テクスチャー」や「使用
性」、「耐久性」、「バランス」、「仕上げの丁寧さ」も
重要な要素であるが、今回は実在の魅力に加え、
「最も良い方向から見せる技術」や「焦点を合わせ
たり暈したりする技術」、「光と影のコントラスト
の技術」、「作品周辺の環境の工夫」といった撮影
技術にも気を配った作品に票が集中した。
　また、課題終了後に提出された「造形ノート」
を見てみたところ「粘土を練るのがすごく難し
かった」「粘土が思っていたより固くて力を入れ
なければならなかった」「形を整えていると粘土
が乾いてきて細かい形が作りづらくなった」「自
分がイメージしていたような色にならなくて残念
だった」など、以前の学生に比べ、粘土を練る事
に難しさを感じていることが伺われた。手を泥ま
みれにすることで、皮膚感覚を刺激するような体
験や、火という自然の力に作品を委ねるような体
験が、今日の日常生活においてはなかなか得るこ
とができない。たとえ自分の思い通りにならない
粘土でも、発色しなかった釉薬でも、そこに何ら
かの良さを見いだし、認めてあげるという事は大
切である。こうした学生の受容する心や許容量を
育てる意味でも、粘土制作体験が重要さを増して
きていると考える。
　今回のアンケート調査では、携帯電話をどこま
で活用できるかという事に重きを置いた為、単純
な質問のみに終わってしまったが、次回からは粘
土制作並びに写真撮影について、学生に気づいて
欲しい点を質問事項としたい。
5．さいごに
　今回、作品の鑑賞やアンケート集計にあたって、
「QRコード」へのアクセスが学生の意欲を高める
のに有効だったと感じました。「QRコード」作成
ならびにアンケート作成、アンケート集計作業に
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あたっては、お忙しい中、ICT教育センター色川
雄樹主任にご助力いただきました。この場をお借
りして深く御礼申し上げます。
註
（1） コメントは学生から送られてきた文章をそのま
ま掲載したが、正しいと判別できるものについ
ては括弧書きで書き加えておいた。
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Two stage expression from solid work to a plane work and Mutual enjoyment
- Expression by terracotta work and expression by picture -
Shuhei OTSUKA 
【abstract】
This report is a suggestion about mutual enjoyment of terracotta work in a lesson. Making of a work picture 
list using a cellular phone and mutual enjoyment, and comment transmission using a QRcode and total. By writing, 
I analyzed that students  consciousness and consideration has been sdded.
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